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Ⅰ翼．柑理数膏および物理教育の研究  
【1】物理教育   
研究組織として物理学系所属教官のほとんどは第一学群自然学類物理学主専攻の専門教育  
の他に、幕3筆耕基礎工学蘇・情報学規・工学システム学類以外の全学頬・専門学群におけ  
る専門基礎科目・基礎科目としての物理学の教育を実施している。又、物理学系のほとんど  
の教員は物理学糸に対応して設置されている、5年一手制の大学院博士課程の物理学研究科  
での授業および研究指導を担当している．筑波大学における物理教育の状況については下記  
の文書等を参照されたい。  
・「自然学類」自然学頼（自然学類入学案内作成費員台）  
開設授業料目一覧、揺台科目ガイドブック、自然学類シラバス  
・「物理学研究科」  
物理学研究科授業案内、大学快便覧   
物理教育のカリキュラムと実施体制の改善は物理学系カリキュラム委員会と自然学類運営  
委貞を中心に行われている。特に、従来自然学類のためだけであったカリキュラム委員会を  
大学詫改革と関連して、物理学研究科を含めての委員会とし、このカリキュラム妻具合にお  
いて物理学研究科のカリキュラム見直しを行った。この括果平成6年度の物理学研究科の新  
カリキュラムでは基礎科目の充実と共に、計算物理学、エレクトロニックス・データ処理等  
の新しい科目を開講し、上記の授業轟内を作成した。平成6年度からは草類運営委員と理工  
学運営委員を含むカリキュラム委員会が大学l亮、学頼を通じての授業担当者の決定、カリキ  
ュラムの決定等を行うこととなった。   
自然学頼については平成元年以偉、毎学期終了後に、各時間毎の講義費臥 試験問題、試  
験の素点および評点の分布表の提出を求め、ファイルして、物理学系事務室に置いてある。  
物理の学生実験担当者は類繁に会合し、実験の円滑な実施を図るとともに新しいテーマの開  
発を行っている。   
また、「急速な発展を遂げつつある科学技術に柔軟に対処しうる能力をもち、しかも現実  
の技術開発にあたることのできる広い視野と創造性を身に付けた人材の養成」を目指す大学  
院修士課程理工学研究科およぴ「中学・高槽の物理教育の兼成と再教育」を目指すとする大  
学院修士課程教育研究科理科教育コースの研究指導と授業を関係他学系の教員と協力して実  
施している。   
平成6年度から、特理学研究科において、県内の他研究機開との連繋大学院の制度が発足  
した。  
【2】体験学習（数学・物理学）の実施   
平成7年3月20・21の両日、物理学に強い関心をもつ全国の高校生101名を対象に  
筑波大学体験学習会が開催され、江崎学長の講演、原、三明、高山、玉野、梅村の5名によ  
る講義、実験、加速器センター、プラズマ研究センター、計算物理学研究センターの見学、  
本学学生による学生生酒体験談その他が行われた。出された諌糎のレポートの提出者も多く、  
参加者の満足度は高かった。50名の募集人数に対して全国から241名の応募があり、書  
類邁考によって101名の参加を許可した。  
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【3】物坤の先端的トピックスの物理教育用モジュール化（瞭康夫）   
平成5－7年度に科学研究費による穏台研究（A）として筆鞄されている「大学初年級向  
け物理教材モジュールの開発と評価」（研究代表者：阿部龍蔵）の「物理の先端的トピック  
スの鞠理教育用モジュール化」の研究分担として、素粒子をテーマとする教材モジュールを  
作成した。   
総合研究（A）「大学初年扱向け物理教材モジュールの開発と評価」中間報告書、平成7  
年3月、85－67貢。  
【4】外国人のための専門日本語教育の研究（田上由紀子）   
筑波大学における留学生に対する日本語専門軟膏10年間のカリキュラムをもとに独自の  
教材を昨年，作成、出版した。この教材は、科学・技術分野を専攻する外国人で日本語学習  
歴が一年以上の人たちを対象としたもので、漢字蘭からの科学・技術専攻の研究者・留学生  
に適応した初めての本格的な教材である。その内容に19g3年以件の科学技術論文の諸学  
的・学問的解説のほか、日本語・日本の伝統文化についての知識を盛り込んであることを特  
徴とする。今年は、テキストの改良を行っている。  
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